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KP-
Connect

株
式
会
社
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ク
ス

囲
を
後
加
工
工
程
ま
で
広
げ
て
い
る
。森
澤

専
務
は 「
加
工
部
門
は
ア
ナ
ロ
グ
作
業
が
多

く
、遠
隔
で
の
見
え
る
化
が
難
し
か
っ
た
が
、

K
O
M
O
R
I
と
各
加
工
機
器
メ
ー
カ
ー
の
連
携

強
化
の
お
か
げ
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
」 と
話
す
。

「
加
工
現
場
で
は
、予
定
表
や
当
日
の
仕
事
内

容
が
紙
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
共
有
さ
れ
、手
書
き

で
実
績
を
記
入
し
、集
計
す
る
ア
ナ
ロ
グ
方
式
で

し
た
」 と
吉
田
副
工
場
長
は
振
り
返
る
。K
P-

コ
ネ
ク
ト 

プ
ロ
の
活
用
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

進
捗
管
理
・
実
績
管
理
の
面
で
効
果
が
出
て
い
る

と
い
う
。「
機
械
の
稼
働
状
況
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
作
業
実
績
を
全
て
デ
ー
タ
と
し
て
抽
出
し
、

そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
基
に
実
績
管
理
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。進
捗
管
理
で
は
、「
一
冊

の
本
は
複
数
台
の
印
刷
と
各
折
丁
に
分
解
さ
れ

て
進
行
す
る
た
め
、こ
の
複
雑
さ
が
工
程
管
理
の

難
し
い
と
こ
ろ
」 と
触
れ
、「
K
P-

コ
ネ
ク
ト 

プ

ロ
で
は
分
解
さ
れ
た
工
程
を
、綴
じ
に
集
結
さ
せ

て
い
く
よ
う
に
ジ
ョ
ブ
の
作
成
が
で
き
る
の
で
、

進
捗
管
理
が
や
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。ま
た

そ
れ
ら
が
全
て
1
画
面
の
中
で
行
え
る
の
で
重

宝
し
て
い
ま
す
。最
新
の
進
捗
状
況
が
見
ら
れ

る
た
め
、『
も
う
1
本
仕
事
を
入
れ
ら
れ
る
』 『
こ

こ
が
遅
れ
た
場
合
は
こ
こ
で
対
応
し
よ
う
』 と
い

う
こ
と
を
す
ぐ
に
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、営
業

が
案
件
を
M
I
S
に
登
録
す
る
と
、K
P-

コ
ネ

ク
ト 

プ
ロ
上
に
自
動
で
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。夜
中
の
仕
事

が
急
に
増
え
た
場
合
も
、営
業
と
現
場
が
打
ち

合
わ
せ
を
す
る
こ
と
な
く
、自
動
的
に
仕
事
が

進
ん
で
い
き
ま
す
」 と
話
す
。

吉
田
副
工
場
長
は 「
製
本
工
程
へ
の
K
P-

コ

ネ
ク
ト 

プ
ロ
導
入
は
、千
葉
工
場
内
の
全
て
の

生
産
が
連
携
す
る
状
態
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
」 と
、全
て
の
加
工
機
材※

と
K
P-

コ

ネ
ク
ト 

プ
ロ
が
連
携
す
る
状
況
に
つ
い
て
語
っ

た
。現
在
は 「
ペ
ラ
丁
合
の
中
綴
じ
機
は
、K
P-

コ
ネ
ク
ト 

プ
ロ
か
ら
ジ
ョ
ブ
情
報
が
i
C
E 

L
i
N
K
へ
流
れ
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
作
業
を
行

う
と
、自
動
で
進
捗
状
況
や
生
産
実
績
が
K
P-

コ
ネ
ク
ト 

プ
ロ
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。

無
線
綴
じ
機
は
印
刷
機
同
様
、機
械
か
ら
ダ
イ

レ
ク
ト
に
信
号
を
拾
っ
て
い
る
の
で
、K
P-

コ
ネ

ク
ト 

プ
ロ
上
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
進
捗
確
認
・

実
績
管
理
が
行
え
ま
す
」 と
語
っ
た
。工
程
管
理

方
法
が
変
わ
っ
た
一
方
で
、現
場
で
の
混
乱
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。「
K
P-

コ
ネ

ク
ト 

プ
ロ
で
の
オ
フ
ラ
イ
ン
の
作
業
は
、作
業

開
始
・
終
了
、紙
の
日
報
に
書
い
て
い
た
実
績
を

全
て
i
P
a
d
へ
入
力
し
て
い
る
が
、移
行
も
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し
た
。オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
手
間

は
若
干
減
り
ま
し
た
が
、加
工
工
程
へ
の
K
P-

コ

ネ
ク
ト 

プ
ロ
導
入
は
、試
行
錯
誤
の
連
続
で
し

た
。K
O
M
O
R
I
は
そ
の
過
程
の
中
で
、私
た

ち
の
実
現
し
た
い
こ
と
に
応
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。ア
ナ
ロ
グ
な
機
械
を
使
用
し
て
い
る
折
り
工

程
で
の
連
携
は
、K
O
M
O
R
I
か
ら
実
現
方
法

の
提
案
を
も
ら
っ
て
実
現
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
後
も
夢
が
広
が
り
ま
す
」 と
志
を
語
っ
た
。

現
在
、一
つ
の
仕
事
に
対
し
て
、
印
刷
で
は

準
備
時
間
や
本
刷
り
以
外
に
か
か
る
時
間
の

想
定
、
加
工
で
は
折
り
工
程
の
部
品
分
け
等
を

感
覚
や
手
動
で
予
定
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

吉
田
副
工
場
長
は 「
今
後
は
、K
P-

コ
ネ
ク

ト 

プ
ロ
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
・
実
績
か
ら

A
I
化
さ
れ
た
予
定
組
み
も
可
能
と
聞
い
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
情
報
を
基
に
、
当
社
で
も
さ

ら
な
る
分
析
を
進
め
、M
I
S
か
ら
飛
ん
で
き

た
情
報
の
み
で
の 『
完
全
』 

自
動
化
に
よ
る
予

定
組
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
」 と
目
標
を
話
す
。

　
最
後
に
森
澤
専
務
は 「
当
社
で
現
在
開
発
を

進
め
て
い
る
次
世
代
M
I
S
と
K
P-

コ
ネ
ク
ト 

プ
ロ
の
融
合
を
よ
り
緻
密
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

入
稿
か
ら
出
校
・
納
品
ま
で
、全
て
の
管
理
を

K
P-

コ
ネ
ク
ト 

プ
ロ
で
行
う
展
開
を
想
定
し
て

い
ま
す
」 と
展
望
を
語
っ
た
。

㈱
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ク
ス
は
、本
社
、

豊
洲
工
場
、千
葉
工
場
の
三
つ
の
拠
点
を
持
ち
、

豊
洲
工
場
は
校
正
と
印
刷
、千
葉
工
場
は
校
正
・

印
刷
か
ら
製
本
加
工・物
流
ま
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
を
手
が
け
て
い
る
。
千
葉
工
場
が

編
入
し
、3
拠
点
体
制
に
な
っ
た
の
は
2
0
1
7

年
か
ら
だ
が
、業
務
に
対
す
る
意
識
や
物
理
的

な
帳
票
類
も
含
め
て
文
化
が
異
な
る
た
め
、ど

の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
か
が
喫
緊
の
課
題

だ
っ
た
。そ
こ
で
2
0
2
0
年
に
導
入
を
決
め

た
の
が 「
K
P-

コ
ネ
ク
ト 

プ
ロ
」 で
あ
る
。

森
澤
専
務
は 「
K
P-
コ
ネ
ク
ト 

プ
ロ
の
導
入

に
よ
り
、各
工
場
の
印
刷
機
の
稼
働
状
況
が
常

に
ど
こ
で
も
見
え
る
の
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
。

当
社
の
M
I
S
と
K
P-

コ
ネ
ク
ト 
プ
ロ
が
連
携

し
て
い
る
の
で
、受
注
伝
票
が
発
行
さ
れ
て
か

ら
全
て
同
一
伝
票
番
号
で
一
括
管
理
さ
れ
、各
部

署
の
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
に
飛
ん
で
き
ま
す
。非

常
に
便
利
に
な
り
、情
報
の
共
有
が
進
み
工
場

全
体
の
効
率
も
上
が
っ
て
い
ま
す
」 と
話
す
。

工
程
の
見
え
る
化
・
自
動
化
が
進
ん
だ
こ
と

で
、強
み
に
も
磨
き
が
か
か
っ
た
。「
商
品
カ
タ
ロ

グ
、映
画
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、ポ
ス
タ
ー
等
、品
質
に

厳
し
い
仕
事
が
多
く
集
ま
る
当
社
は
、本
機
校

正・同
一
機
印
刷
が
強
み
で
す
。本
機
校
正・同
一

機
印
刷
は
校
了
紙
と
ほ
ぼ
同
じ
色
味
で
即
座
に

本
刷
り
に
入
れ
る
た
め
色
合
わ
せ
に
時
間
が
か

か
ら
ず
、損
紙
が
非
常
に
少
な
く
済
み
ま
す
。各

印
刷
工
場
は
24
時
間
稼
働
で
あ
り
、大
量
に
受
注

を
い
た
だ
く
校
正
刷
り
は
夜
中
に
行
い
、朝
に
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
へ
届
け
て
い
ま
す
。以
前
は
、営
業
が

出
社
後
に
各
工
場
へ
進
捗
確
認
の
電
話
を
頻
繁

に
し
て
い
ま
し
た
が
、K
P-

コ
ネ
ク
ト 

プ
ロ
導
入

後
は
進
捗
状
況
が
各
営
業
の
端
末
画
面
で
分
か

る
た
め
、問
い
合
わ
せ
が
大
幅
に
減
り
ま
し
た
」

現
在
は
、K
P-

コ
ネ
ク
ト 
プ
ロ
の
活
用
範

K
P-

コ
ネ
ク
ト 

プ
ロ
導
入
に
よ
る
生
産
管
理
の
見
え
る
化
・
自
動
化
の
取
り
組
み

製
本
工
程
の
ア
ナ
ロ
グ
管
理
脱
却
に
向
け
全
て
の
工
程
へ
拡
大

　
1
9
5
0
年
に
創
業
し
、
企
業
理
念
「
選
ば
れ
続
け
る
品
質
を
」
の

も
と
、「
品
質
に
強
い
こ
だ
わ
り
の
あ
る
」
製
版
か
ら
校
正
・
印
刷
・

製
本
加
工
等
を
コ
ア
事
業
と
し
て
い
る
株
式
会
社
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ロ

フ
ィ
ッ
ク
ス
。
2
0
2
0
年
か
ら
、
K
P-

コ
ネ
ク
ト 

プ
ロ
を
本
格
導
入

し
、生
産
管
理
の
見
え
る
化
を
進
め
、合
理
化
を
図
っ
て
き
た
。
新
た
に
、

K
P-

コ
ネ
ク
ト 

プ
ロ
と
製
本
工
程
と
の
連
携
を
進
め
、ア
ナ
ロ
グ
管
理

だ
っ
た
後
加
工
の
見
え
る
化
・
自
動
化
を
実
現
し
た
。
後
加
工
連
携
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
専
務
取
締
役
生
産
本
部
本
部
長
の
森
澤
弘
氏
、

千
葉
第
二
工
場
副
工
場
長
業
務
進
行
課
課
長
の
吉
田
彰
氏
、
千
葉
工
場

加
工
課
の
御
園
涼
太
氏
、日
野
薫
氏
に
お
聞
き
し
た
。

専務取締役 生産本部 本部長

森  澤   弘 氏

K
P-

コ
ネ
ク
ト 

プ
ロ
本
格
導
入
か
ら

4
年  

見
え
る
化
・
自
動
化
へ
の
成
果

印
刷
工
程
で
の
手
応
え
を
得
て

加
工
工
程
に
も
連
携
を
拡
大

進
捗
や
生
産
数
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

K
P-

コ
ネ
ク
ト 

プ
ロ
の
活
用
を
進
め

予
定
組
み
の「
完
全
」自
動
化
を
目
指
す

CHIBA

千葉第一工場 千葉第二工場

千葉第二工場 副工場長 
業務進行課 課長
吉田 彰 氏
「KP-コネクト プロに惚れ込ん
でいます。このようなシステムが
導入されるのを待っていました」

「KP-コネクト プロの活用に向け、加工部門の社員
 がデジタル管理に向けて参画意識を高めてくれて
 いるのがありがたいです」

◀インタビュー動画はこちら
https://go.komori.com/op221/youtube/central-p/

千葉工場 加工課
日野 薫 氏
「KP-コネクト プロから配信された
ジョブをiCE LiNKと同期して、加工
作業を行っています。入社1年の私
にも優しいつくりになっています」

千葉工場 加工課
御園 涼太 氏
「iPadで仕事状況の確認と、
生産部数の管理をしています。
日報への作業時間記入が省
略され仕事がはかどります」

右：印刷部門の皆様、左：加工課の皆様。
「KP-コネクト プロはジョブごとにコメントを残し、経営側を含め全員に一斉に共有できます。日報情報が
データで残っていれば、分析する上でも便利です。積極的に使っていきます」（吉田副工場長）

右上：KP-コネクト プロで印刷・後加工の進捗と予定を確認。
左上：KP-コネクト プロで後加工の予定を組む。
右下：iPadで無線綴じ機のジョブを確認。
左下：iCE LiNKで中綴じ機のジョブ操作。

本社 / 東京都中央区湊3-1-13
千葉第一工場 / 千葉県千葉市緑区古市場町474-286
千葉第二工場 / 千葉県千葉市緑区古市場町474-313

https://www.central-p.co.jp/
TEL / 043-265-1110

※全ての加工機材：
　ホリゾン製ペラ丁合中綴じ機「iCE STITCHLINER Mark Ⅳ」＆マネジメントシステム「iCE LiNK」
　芳野YMマシナリー製無線綴じ機「VEGA」、中綴じ機「hohner HSB9.000」、その他折り機等




